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概要   

大量の電子化文書に容易にアクセスできる環境が整ってくるにつれて，その中からユーザが必要とする情  

報のみを正確に検索する技術がますます必要不可欠となってきている。従来の検索手法では，文啓中に単語  

が出現するか否かに関するプール演算による絞り込みが主として用いられてきた。そのほか、単語間の関  

係による紋り込みとしては近接演算が用いられてきたが，近接演算では単語間の正確な関係を表現するこ  

とは出来ない。本論文では，単語間の係り受け情報を用い，高精度な絞り込みが可能な全文検索システム  

について述べる。特許データを村象とした検索実験で，係り受け関係を用いた検索精度は適合率92．1  

1％，再現率96．01％を示し，近接関係を用いた検索と比べ良好な結果を得た。また，インデックス  

容量の増加も27％程度に抑えることが出来た。  
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1．はじめに   

大量の電子化文書に容易にアクセスできる環境が整ってくるにつれて，その中からユーザが必要とする情  

報のみを正確に検索する技術がますます必要不可欠となってきている。従来の検索手法では，文書中に単  

語が出現するか否かに関するブール演算による絞り込みが主として用いられてきた。そのほか、単語間の  

関係による絞り込みとしては近接演算が用いられてきたが，近接演算では単語間の正確な関係を表現する  

ことは出来ない。  

検索精度向上のためには言語情報の活用が効果的である。［兵藤96］は構文解析情報を活用した翻訳支  

援のための類似用例検索について述べている。本論文では，『ある単語がある単語に係る』という係り受け  

情報を利用した高精度な全文検索システムについて述べる。  

係り受け情報は形態素解析及び構文解析を施すことにより作成されるが，長文に対する安定した構文解析  

はまだ困難である。本システムにおいては表層的情報のみを用いて行う骨格構造解析法［兵藤 95〕に  

よって、文書データベ｝スの係り受け解析を行った。  

特許データを対象とした検索実験で，係り受け関係を用いた検索精度は適合率92．11％，再現率96．  

01％を示し，近接関係を用いた検索と比べ良好な結果を得た。また，インデックス容量の増加も27％程  

度に抑えることが出来た。  

2．全文模索システム  

2．1システム概要   

本システムは，図1に示すように文書データベース，係り受け解析部，インデックス部，照合部，インタ  

フェース部から構成される。インデックス部は，1次記憶上の単語エントリと，2次記憶上の単語出現情  

報及び係り先情報とから成る。これらのインデックスは文書データベースに対する係り受け解析処理の結  

果から作成される。照合は2段階に分けて行われる。ユーザが，係り受け関係を含む検索パターンを入力  

すると，まず始めに，1次記憶上の単語エントリを検索し，単語が出現する文を抽出する。次に検索され  

たすべての文を対象として，検索パターンと係り受け構造が一致するか否かの照合を行い，検索結果をイ  

ンターフェース上に表示する。検索システムはサーバ上にあり、ユーザはWe b上のインターフェースを  

通して検索する。  

2．2 係り受け解析部   

村象とする文書には，形態素解析および係り受け解析を施す。係り受け解析には骨格構造解析［兵藤95］  

を用いた。骨格構造解析とは必ずしも完全な係り受けの構造を求めるものではなく，並列構造の解析など  

意味に立ち入らなければ解析できない部分は曖昧なブロックとしてそのまま残し，文全体の構造を把接し  

ようとするものである。解析例を図2に示す。  

2．3 インデックス部   

インデックスは，1次記憶上の単語エントリと，2次記憶上の単語出現情報及び係り先情報から成る（図  

3参照）。  

単語エントリはパトリシア構造を用いて構築している。現在のところ、数字・記号を除くすべての自立語  

を登録している。  
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囲1：システムの概要  

義元する  

国2：解析例  

単語出現情報は文IDと，文内での単語位置情報から構成されている。文IDは文書番号，文書内の項目  

番号，項目内での文番号から成り、［弘田97］の手法による階層化ビットベクトル用いて実装した。また，  

単語位置情報と係り先情報は，それぞれ文IDごとに単語番号列として登録する。単語番号は文内でのイ  

ンデックス対象語を一意に表した番号である。  

2．4 照合部   

検索ほ2段階に分けて行う。ユーザが，係り受け関係を含む検索パターンを入力すると，まず始めに，1  

次記憶上の単語エントリを検索し，2次記憶上の文IDおよび単語位置情報と係り先情報を読み込む。そ  

して，読み込まれた文IDベクトル（階層化ベクトル）の論理積を実行し，指定した単語が出現する文を  

検索する（1次検索）。次に検索されたすべての文を対象として，検索パターンと係り受け構造が一致する  

か否かの照合を行う（2次検索）。係り受け構造の照合は，単語位置情報と係り光情報をビットベクトルに  

展開し論理積を実行することで行う。これにより，1つの単語が複数の位置に出現している場合や，係り  

先が特定出来ず複数の解析結果が得られている場合でも高速に照合が可能である。（図4参照）  
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単語出現情報  様り先職種  

単語エントリ   カD 単語位置戚   

単語A    01001・・・  13／26‥・  15／2了‥＋   

草書日   10001・・・  2，6／4‥・  4，8／6‥・   

単語C   11010・・・  1／6′3・‥  2／9／了‥・   

●  

■  
■  ll  ■  

■  ■  
■  
■  

■  
■   

匡13：インデックス  

2．5 インタフェース部   

インターフェース部はJAVAを用いて構築しており，Web上で使用できる。検索単語の入力，係り受  

け関係の指定は，GUI上で容易に行うことができる。図5にインターフェース画面を示す。   

3．検索実験   

係り受け情報を用いた検索の有効性を実証するため，ブール検索，近接関係を用いた検索との比較を行っ  

た。検索対象には表1に示す公開特許公報の一部を用い，サルバには，S PARC S t a tio n20  

（CPU：Sup e rSPARCll，75MHz，メモリ：64MBy t e，OS：SunOS4．1．4）を  

使用した。  

3．1インデックス容量，検索実行時間   

係り受け検索と近接関係を用いた検索及びプール検索との間で検索実行速度，インデックス容量の比較を  

行った。結果を表2に示す。  

検索速度は，係り受け検索で1件あたり約21．45（MS）を要し，近接関係を用いた検索より高速で，  

ブール検索と比べても検索実行時間の増加を約12％に抑えることができた。インデックス容量はプール  

検索で使用するインデックスの約1．67倍，近接関係を用いた検索で使用するインデックスの約1．2  

7倍の増加となった。  

3．2係り受け検索の絞り込み精度   

本検索システムで周いた骨格構造解析では，意味情報を利用しないと正確に係り受け解析できない部分は，  

曖昧なまま係り先を特定しないため，検索の際に正しく絞り込みができない可能性がある。図6に誤った  

絞り込みを行った例を示す。また，誤って解析した場合には，検索洩れを生じる場合もある。係り受け検  

索の絞り込み精度を評価するため，「［メモリ］が［記憶する］に係る文」のような10件の検索要求に対  

し適合率と再現率を求めたところ，適合率92．11％，再現率96．01％という結果を得た。  

3．3近接関係を用いた検索との絞り込み精度比較   

3．2で述べた同じ検索要求10件に村し，近接関係を用いた検索との絞り込み精度比較を行った。表3  

に係り受け検索と近接距離を1～5まで変化させた時の適合率・再現率を示す。  
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唱軌→r単語B」を検索  

単瓢  単語B  

一致   

図4：係り労ナ関係の照合  

近接関係を用いた検索では近接距離が短い時は適合率が良いが再現寧が低い。図7の例では、近接距練1  

での検索はAしか検索出来ない。又，近接距離を3にすると、実際には係り受け関係にないCまで検索し  

てしまう。さらに，DやEを検索するため近接距離を長くとると，適合率が低下してしまう。このことか  

ら係り受け検索が有用であることが分かる。   

4．おわりに   

本論文では，係り受け情報を用いることによる高精度な全文検索システムについて述べた。特許公報に対  

する，係り受け情報の検索精度については、適合率92．11％，再現率96．01％であり、近接演算  

を周いた検索より良好な結果を得た。又、インデックス容量の増加は近接関係を用いた検索でのインデッ  

クスの約27％に収まった。  
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検索名   検索棄行速度  インデックス容量   

プ「ル検索   19．10（MS）  3，93了虹byte）   

近接関係を用いた検索  22．56（MS）  5，182（Kbyte）   

係り労ナ検索   21．45（MS）  6，5940（byte）   

蓑2：検索実行時間とインデックス容量の比較  

「指示軸」→「備える」の検索  

誤って検索  

国6：検索誤りの例  

検索名   適合率   再現宰   

係り労ナ検索   92．11（％）  96．01（％）   

近接距離1での検索  96．12（％）  了4．25（％）   

近接距離2での検索  84．06（％）  81．55（％）   

近接距離3での検索  了5．92（％）  8了．28（％）   

近接距剥匝での検索  69．94（％）  90．52（％）   

近似巨離5での検索  65．56（％）  93．51（％）   

表3：適合率・再現率の比較  
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検索例文   
韮揺  
竣十婿   丁：㌢二一汚  胤労   

（種村表面）に（托；戯れも）（皮齢である   

A  I r ○  ○  ⊂）  

B   
（ガラス裏面）に（争散）の（濱状凹節訪日E成された）（ガラス板）   

T               書   ×  〔）  〔）  

C   
（al王墓基彗）の（表面〉孝（酸化し）て（静電潜像）王声（形成さhる）   

▲   ○  X  ○  

D   
（化粧村表面）に（釘環状）の（礫勘孝（簡単に）（妄†■こ）（形朗‾る）   

×  ×  ○  

（表面）には、（凝着刑官）壱（構成する）に（先立っ）て（印崩インキ）で   

E  ×  X  ○  

国了：検索刷  
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